
●「世界ノルディックスキー２００７」開催に向けた取り組みについて

２００７年ＦＩＳノルディックスキー世界選手権札幌大会（平成 19 年２月 22 日～３月
４日）の開幕を前に、市内各所でさまざまなＰＲ活動を展開します。
また、観戦に訪れる国内外の観客をもてなすとともに、市民の皆さんに大会を楽しんで

もらうため、大会開催に合わせた各種イベントも予定。
これらの取り組みにより、大会の成功に向けたムードを盛り上げます。

１ さっぽろホワイトイルミネーションの点灯期間を延長
大会の観戦のため札幌を訪れる方をおもてなしするため、例年さっぽろ雪まつりの閉

幕とともに終了するホワイトイルミネーションの点灯を、大会が終わるまで延長します。
(1) 延長期間：平成 19 年２月 13 日（火）～３月４日（日）
(2) 点灯時間：16：00～22：00
(3) 点灯場所：大通会場２～４丁目、駅前通会場

●【問い合わせ先：観光文化局スポーツ部企画事業課（℡211-3044）】

２ ２００７年ＦＩＳノルディックスキー世界選手権札幌大会記念冬季スポーツ科学国際
シンポジウム
近年、全国的に冬季競技スポーツへの関心が低下し、スポーツ少年団人口の減少や次

世代選手養成の低調化が進んでいます。これを受け、大会を契機に、競技力向上と普及・
振興を中心とする成果を国内外へ発信することを目指してスポーツ関連の研究者、教員、
指導者が集い、世界各国の冬季スポーツ科学と指導方法の推進について研究・討論しま
す。
(1) シンポジウム

日時：〔１日目〕平成 19 年２月 17 日（土）10：00～17：00
〔２日目〕 ２月 18 日（日） 9：00～10：30

会場：北海道大学学術交流会館（北区北８条西５丁目）
内容：〔１日目〕オリンピックメダリストによる基調講演等

基調講演「冬季スポーツの選手養成はどう在って欲しいか」（三ケ田礼一氏）
シンポジウム「冬季スポーツ競技力の科学および教育・普及の現状と問題点」

（ミッコ・ビルマビルタ氏、マリア・リサ・キルビスニエミ氏、
佐々木一成氏ほか）

〔２日目〕研究成果の発表
参加費：２,０００円（事前の申し込み不要、直接会場へ）

(2) 歩くスキー教室
日時：平成 19 年２月 18 日（日）13：00～15：00
会場：中島公園（中央区中島公園１番５号 中島体育センターに集合）
内容：上記シンポジウムのため来札されるキルビスニエミ氏をはじめとする元オリ

ンピック選手を講師とした歩くスキー教室
参加費：無料
申し込み：２月 12 日（月）までに北海道大学 川初研究室へ

(電話：706-5590、ファクス：706-5597、Ｅメール:sympo-wc@high.hokudai.ac.jp)
●【問い合わせ先：観光文化局スポーツ部企画事業課（℡211-3044）】



３ 大会をテーマに子どもたちが描いた絵を地下鉄車内に展示してのＰＲ
大会を盛り上げるため、市内の小中学生が大会をテーマに描いた絵を地下鉄東西線車
両内に展示し、大会をＰＲするとともに、各国の選手たちにエールを送ります。
(1) 期間：平成 19 年２月 19 日(月)～３月４日(日) 14 日間

（前半） ２月 19 日(月)～２月 25 日(日) ７日間
（後半） ２月 26 日(月)～３月４日(日) ７日間

(2) 会場：地下鉄東西線車両内
(3) 内容：市内の８つの小学校と２つの中学校から寄せられた約 900 枚の絵を２回に分

けて、地下鉄車内の広告スペースに展示します。
(4) 運行ダイヤ：近日中に決定。

●【問い合わせ先：観光文化局スポーツ部企画事業課（℡211-3044）】

４ ２００７年ＦＩＳノルディックスキー世界選手権札幌大会記念市民コンサート
大会に参加される選手・役員の皆さんを歓迎し、おもてなしするための文化プログラ

ムです。
(1) 日時：平成 19 年２月 21 日（水）18：30 開演（18：00 開場）
(2) 会場：札幌コンサートホールＫｉｔａｒａ大ホール（中央区中島公園内）
(3) 内容：指揮・尾高忠明氏、管弦楽・札幌交響楽団によるコンサート
(4) 曲目：シベリウス組曲「カレリア」、グリーグ「二つの悲しい旋律」

ドボルザーク「交響曲第８番」
(5) 入場料：一般 2,000 円、小中高 1,500 円（全席自由）、大会入場券をお持ちの方およ

びボランティアの方は 1,500 円。市内プレイガイドでチケット発売中。
●【問い合わせ先：観光文化局文化部市民文化課（℡211-2261）】

５ 札幌にぎわいまつり
札幌の顔ともいえる大通公園を使い、「食」「文化」「芸術」「スポーツ」などのイベン

トを通して冬の外遊びの楽しさを発信し、ウインタースポーツを楽しむきっかけづくり
をします。また、大会のために世界各国から集まる選手、役員、メディアや観客をおも
てなしすることで、国際交流に寄与することも狙いとしています。
(1) 日時：平成 19 年２月 21 日(水)～３月４日(日)

販売ブース等営業時間：11：00～21：00
〔オープニングイベント〕２月 21 日 18：00～19：00
〔グランドフィナーレ〕３月４日 18：00～19：00

(2) 会場：大通公園西１～３丁目
(3) 内容：〔１丁目会場〕“ＳＷＥＥＴ ＳＱＵＡＲＥ”

さっぽろスイーツ２００７の「さっぽろ・白いティラミス」をはじめとし
たスイーツの販売コーナーやカフェを設けます。足湯コーナーも設置。

〔２丁目会場〕“ＥＶＥＮＴ ＳＱＵＡＲＥ”
プロアーティストによるライブ、キャラクターショーのほか、市民による

ステージを開催。大鍋料理も振る舞われます。
また、スポーツエリアでは、雪合戦やスノーホッケーなどのウインタース

ポーツのほか、フットサルなど屋内で行われる競技を雪中で行います。



〔３丁目会場〕“ＦＯＯＤ ＳＱＵＡＲＥ”
暖房完備の大型テント（100席）でビールとジンギスカンが楽しめるほか、

屋台村では、札幌を代表するラーメン、スープカレーの有名店や、焼き鳥、
鍋物などのお店が軒を並べます。食べ物をかまくらの中で楽しむこともでき
ます。

● 【問い合わせ先：観光文化局スポーツ部企画事業課（℡211-3044）】

６ 清田区応援デー
大会の会場の１つ「白旗山競技場」のある清田区で、区職員と区民が応援団となって

大会を盛り上げます。
(1) 日程：平成 19 年２月 24 日（土）・25 日（日）、３月３日（土）・４日（日）
(2) 会場：白旗山競技場（清田区真栄 502）
(3) 内容：小学生が作製した参加国の手旗国旗などを手に、選手らに声援を送ります。

また、清田区役所前市民交流広場（清田区平岡１条１丁目）では、午前 11 時か
ら午後２時 30 分までチケットやグッズなどを販売。

●【問い合わせ先：清田区市民部地域振興課（℡889-2400 内線 228）】

７ その他の取り組み
(1) 地域で開催される冬のスポーツイベントでのＰＲ
〔ウィンタースポーツフェスタｉｎ大倉山〕

日時：平成 19 年２月 10 日（土）10：30～15：00
２月 11 日（日）10：00～14：00

会場：大倉山ジャンプ競技場（中央区宮の森 1274 番地ほか）
概要：チューブすべり、Satz 階段ツアー（階段登り）、雪遊び、雪中宝さがしゲー

ムなどを行います。
[イベントの問い合わせ先：中央区市民部地域振興課（℡231-2400 内線 255）]

〔清田区雪華（せっか）まつり〕
日時：平成 19 年２月 18 日（日）9：00～15：00
会場：清田区役所前市民交流広場（清田区平岡１条１丁目）
概要：ストラックアウト、クロスカントリー体験、オセロバトルなどを行います。

[イベントの問い合わせ先：清田区市民部地域振興課（℡889-2400 内線 228）]
(2) さっぽろ雪まつりイベントでのＰＲ
(3) テレビ・ラジオ等の番組出演によるＰＲ
●【問い合わせ先：（財）2007 年 FIS ノルディックスキー世界選手権札幌大会

組織委員会広報マーケティング課（℡281-2007）】

問い合わせ先
観光文化局スポーツ部企画事業課

電話 ２１１－３０４４
※ なお、各行事についての問い合わせ先は、それぞれ記載しています。


